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教育長だより～エール～ Ｎｏ12

～Time waits for no one！～
◇光陰矢の如し。そしてもうすぐ夏休み！◇
いきなり英語で失礼しました。Time waits for no oneとは、「歳月は人を待たず」の英語訳で、月

日は過ぎやすく、機会は失いやすい事をいい、そのため、たゆまず勉学や仕事に励むべきである、又

は、思い切って行動を起こすべきということを説くという意味だそうです。

夏休みは、子どもたちも先生たちも、立ち止まって振り返ることのできる大事な時間だと思ってい

ます。さて、いきなりの英語！これには理由があります。文部科学省

では、各都道府県の英語教育の実施状況を把握する調査を行っており、

令和5年度の本市の中学校3年生の英語力の状況が、調査開始以降初めて

県平均を上回り、さらに中学校の先生方が英検準１級相当レベル以上を

取得している割合が初めて全国平均を上回る結果となりました。

英語の先生方の努力と東海大学や上智大学短期大学部、そして

故望月國男先生はじめ諸先輩方・地域の方々のおかげと感謝しています。Like light and shadow＝光陰矢の如し

★グローカルリーダーとは★
児童生徒に一人１台貸与された学習用端末の活用も４年

目となりました。本市では、小学校であれば従来の教材購入

・採点・集計の、中学校であれば従来の作問・印刷・採点・

集計のワークフローをデジタル化するＣＢＴ（タブレット

端末等を用いて試験を行うこと）を本格導入し、教材費の

軽減・先生方が子どもたちと向き合う時間の確保・「わか

る・楽しい」授業の実現を目指すスマートスクール実現を

目指しています。

そのため、ＩＣＴ活用を推進して

きたＩＣＴマイスターの役割を深化

させ、スマートスクール構想実現に

向けて秦野と世界の学びのベクトル

の架け橋となる人材をグローカルリ

ーダーとして公募したところ、17名

の先生方が参加をしてくれました。

皆さんの学校の先生はいるかな？

敬称略⇒

～持続可能な街づくりに向けて～

子どもの数が減っています。子どもは地域のそして未来の宝です。今回は、地域の皆さんが、「子ど

もたちを楽しませたい！」そんなイベントを２つ、次のページでご紹介します。１つは、小田急さん等

の協力を得て丹沢日和フェスティバル実行委員会が、7月13日（土）に秦野駅周辺で開催する「丹沢日和

フェスティバル」、そしてもう１つは秦野商工会議所青年部等の皆さんが主催してくださる

「渋沢駅にベンチを作ろう！」です。こちらの申し込みはこれからですが、当日は渋沢

駅でイベント等も開催されるようで、それぞれ検索するとＨＰにたどり着きますので、

是非調べてみてください。 「子どもたちが主役の街づくりを！」
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本市では平成９年に策定された「はだの子ど

も人権宣言」の実現を目指し、平成２０年から

「いじめを考える児童生徒委員会」を設置し、

「いじめ撲滅」 をテーマに１５年間活動してき

たところです。 一方で令和４年６月には「こど

も基本法」が成立し、こども等の意見を反映す

る機会等の確保について定められたことを契機

に、「秦野こども未来づくり会議」と名称を変

更し、これからの学校づくりや街づくりに児童

生徒の意見が反映される新たな仕組みづくりを

目指すものです。

来年1月1日は、秦野市が誕生して70年の節目

の年！子どもたちの意見で未来を創る！そんな

取り組みも目指しています。

秦野子ども未来づくり会議始まる！
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市制施行70周年

に向けて



　

暑さ対策も

しっかりして

楽しい時間を

過ごしましょう

木のベンチ制作は

保護者と一緒に

参加となります

申し込みは7月１日

過ぎ開始予定


